
数学科「医療数学」シラバス 

科目 医療数学 単位数 3 実施クラス 理系医療コース選択者 

教科書 

高等学校 数学Ⅰ（第一学習社） 

高等学校 数学Ａ（第一学習社） 

新編数学Ⅱ（第一学習社） 

新編数学Ｂ（第一学習社） 

副教材 
リンク数学演習Ⅰ・A＋Ⅱ・B 受験編 

(数研出版)   

到
達
目
標 

数学Ⅰ，数学Ⅱに関わる事項を復習し，数学Ａや数学Ｂの知識も利用し，数学Ⅰ，数学Ⅱの枠を超えた総合的な理

解を深める。 

問題演習を通して応用力を身に付ける。 

① 取組み問題や手法に工夫を凝らし，総合的な理解ができる。 

② 定理・公式等の証明ができる。 

 学習項目 学習内容 評価方法 

第
一
学
期 

第１章 数と式 

第２章 2 次関数 

第３章 図形と計量 

第４章 データの分

析 

第５章 場合の数 

第６章 確率 

第７章 整数の性質 

第８章 図形の性質 

第９章 式と証明 

 

基本事項を確認するとともに，基礎力・応用力を高める問題

演習を行うとともに，生徒が板書しながら説明し質問を受け

る。 

○多項式の計算，展開，因数分解，根号を含む計算など 

○2 次関数のグラフ，最大・最小，2 次関数の決定など 

○三角比，相互関係，三角比の利用，正弦定理と余弦定理 

○平均値，中央値，四分位数，分散，標準偏差 

○集合の要素と個数，順列と組合せ 

○事象と確率，独立試行・反復試行の確率，条件付き確率 

○約数と倍数，最大公約数と最小公倍数，不定方程式など 

○三角形の性質，円の性質，空間図形 

○整式の除法，分数式，恒等式 

・授業態度 

・発問評価 

・ワークブック確

認 

・課題プリント 

・小テスト 

・定期考査 

第
二
学
期 

第 10章 複素数と方

程式 

第 11章 図形と方程

式 

第 12 章 三角関数 

第 13章 指数関数と

対数関数 

第 14章 微分と積分 

第 15章 平面上のベ

クトル 

第 16章 空間のベク

トル 

○複素数とその計算，2次方程式，高次方程式 

 

○点と直線，円と直線，軌跡，領域 

 

○弧度法，三角関数，加法定理，三角方程式など 

○指数・対数の計算，指数・対数関数など 

 

○微分係数と導関数，接線とグラフ，不定積分と定積分 

○ベクトルの演算，位置ベクトル，ベクトル方程式 

○空間の座標，空間のベクトルの演算，位置ベクトル 
 

・授業態度 

・発問評価 

・ワークブック確

認 

・課題プリント 

・小テスト 

・定期考査 

第
三
学
期 

第 17 章 数列 

総合演習 

○数列の一般項，等差数列，等比数列，いろいろな数列 

○既習事項を踏まえた応用力を高める総合問題を解く。 

・授業態度 

・発問評価 

・課題プリント 

・定期考査 

評

価

の

観

点 

関心・意欲・態度 
今まで学習してきた数学Ⅰ，Ⅱ，A，B における論理や体系に関心をもつとともに，数学の

よさを認識し，それらを事象の考察に積極的に活用して数学的論拠に基づいて判断しよう

とする。 

数学的な見方・考え方 

今まで学習してきた数学Ⅰ，Ⅱ，A，B における事象を数学的に考察し表現したり，思考の

過程を振り返り多面的・発展的に考えたりすることなどを通して，数学的な見方や考え方

を身に付けている。 

表現・処理 
今まで学習してきた数学Ⅰ，Ⅱ，A，B において，事象を数学的に表現・処理する仕方や推

論の方法などの技能を身に付けている。 

知識・理解 
今まで学習してきた数学Ⅰ，Ⅱ，A，B における基本的な概念，原理・法則などを体系的に

理解し，知識を身に付けている。 

課題・提出物等 プリント，ノート，ワーク，長期休業中などの課題を各学期に提出 

評価方法 
・学期、学年の評価は，考査結果だけでなく普段の授業態度や課題の提出状況及び小テス

トを平常点として加味し，総合的に評価する。 

担当者からのメッセージ 
数学は積み重ねが不可欠です。教科書の内容については理解されている前提で授業を行います。授業

には積極的に参加し，家庭学習も充分に積んでください。理解しようとする気持ちが大切です。 



 


